山田商事奮戦記

田村良子は山田商事のＯＬである。大学を卒業し、ＯＬとなった。会社の本社は丸の内にあるちょっと古ぼけたビルだったが、かえって歴史を感じさせるレトロが気に入って入社したのである。三流大卒だがどういうわけか一発で採用が決まったのが不思議であったがあまり深くは考えなかった。

入社一日目。採用社員は以外に少なく、入社式は簡単にすんでしまった。もとより大きな会社ではない。社員１００人程度の中堅商社であったが会社の場所だけはよかった。また、窓からは皇居が見える景観バツグンのビルである。配属は良子の希望は一切無視されて、アフリカ課となっており、配属先の課長が良子を迎えにきた。

「課長の大倉です。ところでパスポートは当然持ってますよね？」

いきなり変な質問である。

「君にはすぐにアフリカに行ってもらう。」

いきなりアフリカ出張が決まってしまった。いくら商社とはいえ新入社員に即海外出張はないだろうと思った。

「ところで、課長、アフリカ課の部屋はどこですか？」

会社のどこにもアフリカ課なる看板などは見かけなかったからである。米国課、欧州課、アジア課は会社の受付に部屋の場所と内線番号が書いてあったがアフリカ課はない。課長は会社の組織図を示して言った。

「これ、会社の組織図。記憶しておいて。ちなみにアフリカ課の回りは点線で囲まれてるでしょ。そして＊１とある。」

「そうですね。別記第一項を参照ということですか？」

「そうや。三流大卒にしてはいいカンしているね。第一項を読んでみな。」

「アフリカ課はＡ共和国（アフリカ）に事務所を設ける。」

ガーン！あこがれの丸の内ＯＬからアフリカの片田舎の事務所へ転勤だ。落差大きすぎだ。

「出発は明日。早よせんと間に合わん。」

「いくらなんでも、明日では間に合いません。」

「大丈夫。Ａ国に到着したらすぐとんぼ返りしてもらう。２～３日分の着替えだけでよろしい。」

「Ａ国までとんぼ返りとは、私は何をするんですか。」

「今な、Ａ国の安田君から電話があったところだ。森田君の運搬の手配はすんだと言ってきた。そして至急同伴者を求むと連絡があったんや。本当は安田君に運搬を頼みたかったのだが、なにぶん大口の商談があってな、どうせ荷物の付き合いだから新人の君でも大丈夫だろうといことになった。」

「ところで森田君の運搬てなんですか？」

「森田君な、運転を誤って事故死したんだ。」

「ということは死体の運搬ですか！」

「まあ、そういうこっちゃな。空港とかで通関やらなんたらかをやってもらう。大丈夫、関係先には連絡済み。書類とかを見せればホイホイと行ける。」

「事故死なら家族の方が迎えにいくのがスジなんじゃないですか？」

「いやー母子家庭なんだけど、お母さんがビビッて行きたがらないんじゃ。」

「どういうことですか。」

「森田君は、客先に出向く途中、車がガス欠になっちまった。注意するようには言っといたんだけどね。それが運悪く、ライオンのなわばりの中。そして、ちょっと油断したスキにライオンに食われてしもうた。それを聞いたお母さんはＡ国には絶対行きたくはないといいはる。仕方ないでしょう。時間はかかるが会社が移送することに決定したので君に白羽の矢が当たったということ。おめでとう、君の初仕事はそうそう体験できない仕事だ。」

よりによって一歩間違えばライオンに食われる場所に赴任することになるとは。良子の頭には自分が辞表を提出しているシーンがありありと浮かんだ。しかし、ここで逃げては男がすたる。？？？いや、女がすたる。仕方なく承諾して、航空券を受け取り、明日の準備のため早速自宅に戻った。今日は早く帰って明日早朝、成田からA国へ向け出発だ。

家につくと母が

「良子。もう戻ったの。会社はどうだった。」

「明日、アフリカに行くことになった。それで今日は準備のため帰ってきたの。さっそくお風呂に入るわ。」

「ふーん。いい会社だね。もう、海外旅行に行かせてくれて。」

能天気な母である。一歩間違えばライオンに食われかねないところに赴任することになるのだが、心配させるのもなんだから死体の運搬については話さなかった。

シャワーを浴びつつ今日一日の出来事が思い出されてきた。入社式における役員の退屈な挨拶や初めての仕事が死体の引き取りを告げられるところなどである。そういえば最後の課長の言葉が頭にこびりついている。

『死んでもな、名前が出るのや一流会社だけ。うちの社員はこれまで５人死んだが、名前なんぞ誰一人テレビで放送されんぞ。アハハ。』

この言葉にはちょっと頭にきた。社員の死亡が何かうれしそうな課長である。

もし自分がライオンに食われたら母は迎えにアフリカまで来てくれるかなという考えが浮かんだ。その瞬間であった。自分の体がトランクに詰め込まれ、会社のお金でアフリカ旅行ができるとVサインしながら笑っている母のイメージが湧いた。きっとそうに違いない。母は喜んでアフリカにいくぞ。保険金の受け取り人は母だ。飛行機代は会社負担だろう。労災保険もでる。うーん、絶対ライオンには食われないぞと良子は決心した。母は旅行好きだ。アメリカや欧州にはいったが、アフリカにはいっていない。絶対、アフリカでは死なないと良子は決心した。

快晴の成田空港、良子はフランス行きの飛行機の搭乗手続きを済ませた。Ａ国へは直行便がなく、いちどフランスへ、そしてＡ国行きへ乗りかえるのだ。飛行機の中は以外とヒマである。幸い、となりは日本人であった。初仕事でアフリカに行くというと「うらやましいですね」とか言う。まさか初仕事が死体の運搬とかはいえず、適当にお茶を濁していた。

フランスからはＡ国行きの便に乗り換えた。さすがに日本人はいない。しかし、課長の話では結構、日本人が多いと聞いていたが、今日はまったく乗ってないようだ。A国は昔、フランスの植民地だったので、共通語はフランス語ということだ。ただし、エリート階級は当然のごとく英語を話す。そのためか、回りはフランス語のほかに英語での会話も聞こえてくる。会話内容や服装からビジネス客がほとんどのようだ。飛行機は少々機体が古いようだ。振動も騒音も多い。だんだん田舎の国に向かんだなということが実感されてくる。そうこう考えているうちに飛行機はやがてＡ国へと到着した。

空港では現地採用の社員が出迎えるとのことだった。一応、日本語もできるということだ。

いた、いた、良子の名前と会社名を書いた看板をもった黒人。どことなくひょうきんな感じの青年だ。

「良子サン。歓迎シマース。」

「こんにちは、じゃ会社までお願いします。」

「ＯＫ！準備万端ネ」

ちょっと準備万端という雰囲気ではない。車はえらく古いオンボロ車だが、一応日本車だ。振動がすごい。日本ではこんな車、探しても絶対見つからないだろう。年式も古い。それにしては走行距離が８０万キロしかない。

「オンボロだけど、あまり走ってない車だね。気候のせいでこんなに傷むのかしら？」

「アア、メータの事ネ。コレ、私買ッテカラモウ一回リシタ。」

グエ！メータが一回転するくらいのっていたわけだ。日本の車は以外に丈夫なことを知る。

「音がやけにうるさいのだけど。」

「マフラー、焼ケ落チタネ。大丈夫。日本ト違ッテ問題ナイ。」

そんなに大丈夫でもない気がしたが、ここはアフリカ、日本の常識は通用しない。しかしなかなか事務所に到着しない。もう市街地を離れ、草原のなかに車はすすんでいった。道路も舗装された道路からやがて砂利道へと変わっていった。

「事務所はどこなの。もう夕闇がせまってきているけど。」

「モウスグ。ホラ、アノ大キナ家。」

たしかに大きな家がある。回りにはりっぱな壁があり、要塞のような家だ。やがて入り口が見えてきた。要塞のような家だが門はあけっぱなしだ。車は門の中を入っていった。事務所らしく、何人かの声が聞こえる。すると体のでかい男の人がでてきた。

「安田です。田村さんですよね？よかった。これで森田君もうかばれます。早速、説明させていただきましょう。これが森田君のインボイス。人間だけど、死体なので荷物扱いです。飛行機は明日の便が予約済みです。遺体は木箱にいれて、日本大使館の冷蔵庫に入れてあります。明日、大使館に行って、遺体を引き取り、田村さんが来た経路を逆に日本に向けて出発です。今日はこの２階に部屋を用意していたので泊まっていってください。今日は貴方の仕事は何もありませんから、ごゆっくり。」

なるほど、遺体の移送準備はＯＫのようだ。それにしても遺体を冷蔵庫で保管しなければならない日本大使館はめいわくな話だろう。おいしいご馳走の中に遺体があっては食欲も落ちるというものだ。

事務所は現地スタッフが３人。あとは安田さんとさっきの案内してきた人である。やがて現地スタッフの人達は自宅へ帰っていった。みんな首都の方へ向かっている。なんとなく取り残された感じがする。安田さんと二人、安田さんが襲ってきても助けを呼べない。そのうち、安田さんが料理をしている音がしてきた。台所らしき所にいってみる。

「ほら、できましたよ。」

カレーライスのようだ。何かアフリカにいるというより、日本の片田舎にいる気分になってきた。二人で早速、夕食とする。ワインもある。

「このワイン、おいしいでしょ。日本大使館の知り合いからもらってきたの。大丈夫、相手国の役人へのワイロの一部をくすねたお金で買ったワインだから。」

ロスチャイルドという文字が見えるが残念ながらワインに関する知識はない。しかし味の方は良子がいままで飲んだことがないような味であった。高級ワインとはこんな味がするのかと初めて知った。

「田舎の国だからいろいろ不便だけど、いろいろ役得もあるんだよ。」と慰めてくれる。

「ところで、安田さんの家はどこなの？」

「家は同じく、この事務所さ。いちいち別に家を借りるのは不便なの。時差があって、こっちが夜のときは東京は昼だろ。夜中でも電話はあるし、いちいち自宅に戻ってたら面倒だしな。それに電話やファックスは衛星回線を通しているので、政情不安になっても連絡がつく。井戸もあって、内戦となっても何ヶ月も持ちこたえられる。車でくるとき日本の旗がみえたろ？」

「そうですね。何か右翼の家みたいですね。普通はあっても一本なのに何本もありましたよ。」

「あれが俺達の生命線さ。ここが日本のなわばりというマーク。まかり間違っても銃弾とかは打ち込まれることなどないのさ。以外に危ないのがアメリカ国旗。いろいろでしゃばってるので恨みも買うことが多いようだ。日本は金儲けしか考えてないのでゲリラだろうが政府軍だろうが襲ってはこない。」

「この事務所は普通の家を改造したみたいですが？」

「前の住人はこの付近の地主だったのさ。でも皆殺しにされて、この家は引き取り手がなく、政府の所有になった。それを１００年契約で借りる契約をしたのが俺。」

「皆殺しって、この家で？」

「そうだよ。田村さんの寝る部屋は子供建の部屋だったが、みんな殺されたよ。借りた当初はまだ血だらけでね。何回洗ってもシミが落ちないのさ。それで真っ白にペンキをぬって隠したわけ。大丈夫、幽霊なんかでやしないさ。」

背中に寒気がした。よりによって皆殺しの家に寝泊りすることになった。きっと安く借りたのであろう。それにしても商社とは恐ろしいところである。いままで人の死はめったに起こるものではない、でもここでは日常茶飯事のようだ。

「後で２階から東の方をみてごらん。夜景がきれいだよ。」と安田さんが言う。

首都からは１０キロくらい離れているのだろうか。食事もそこそこに２階に上がると首都の明かりがきれいである。漆黒の闇のなかに首都だけポカンとまぶしい光を放っている。東京では右も左も明るかったが、この国ではほんの１箇所だけ明るくて、後は深遠の闇が覆っている。安田さんは食事の後、事務室に戻っていった。東京が昼間になったのか、ファックスの音がもれ聞こえてくる。これからここにずーっと住むことになるのだろうか。まさか入社草々こんな田舎にくるとはと不思議の国にまよいこんだアリスの気持ちがなんとなくわかるような気がした。そして、ベッドに横になった良子には強い睡魔が襲ってきた。

翌朝、早速、日本大使館に行く。木箱は厳重に封をされているようだ。中身がみえるよう、１箇所だけ窓がついている。昨日、出迎えてくれた彼と一緒にトラックに積みこんだ。

「重イネー。」と彼はいっている。非情なことに日本大使館の人は誰も手伝ってくれない。やっとトラックに乗せるとトラックは一路、空港を目指した。しばらくすると、彼はトラックを停めた。トラックの荷台に行く。そして木箱の窓を開けた。窓から何かを出している。それは大きな肉の塊であった。

「どうしたの。それ！」

「日本大使館カラ少シモライマシタ。」

「何時の間にそんな肉をいれたの！それに泥棒じゃん。」

「日本大使館、誰モ手伝ワナイ。コレ手数料アルネ。」

何か理屈が通らない。大体、保管料を払わなきゃいけないのはうちの会社じゃないかしらと思ったが、ここまで来て引き返すわけにはいかない。トラックはそれからまた走りだした。途中、彼に家に立ち寄り冷蔵庫に肉を入れて空港に向かった。彼の家に寄ったおかげでずいぶん時間をロスしたが彼はまったく動じない。

「早くして！飛行機に乗り遅れるわ。」と彼をせっつくが、大丈夫、大丈夫の繰り返しである。やっと空港に到着した。もう出発時間が迫っている。ところが彼は空港入り口ではなく、別の入り口に向かっていった。

「どこいくのよ？」

「ＯＫ。ＯＫ。」

そのうち飛行場脇の政府関係者専用の入り口に着いた。そこで彼はパスポートではなくウイスキーのボトルを差し出す。すると鋼鉄製の頑丈な扉がするすると開いた。あきらかにウイスキーは賄賂である。さらに行くと空港警備員がいる。こんどは現地通貨か、なにか封筒を差し出した。警備員は入っていけと指図する。この空港は完全に彼に買収されているようだ。そして木箱はまったく検査されずに無事飛行機の貨物室に収まった。そして飛行機に搭乗するため自分だけ空港ビル内に案内された。別れ際に彼が

「手ハズハ済ンデイルノデ心配ナイ。後ハ日本マデ直行ネ」

空港ビルに入ると銃を持った警備員がどどど！と３人近づいてきた。何となくこわい。何か話をしている。

「パスポート」と叫んだのでパスポート等、全ての書類を出すとポンポンとスタンプを押して飛行機の搭乗口まで案内された。その間、警備員がぴったりと張りついていた。そして飛行機の搭乗口まで送られて飛行機の中まで入ってきた。突然、銃をもった警備員が飛行機の中に入ったので機内は急に静かになった。手荷物も彼らがもってくれ、ご丁寧にシートベルトもさせて立ち去った。そして飛行機の扉が閉まった。時計をみると１時間も遅れている。席の隣は日本人だった。

「あなた、政府関係の方ですか？」

「いや、違います。ちょっと特殊な用件できましたが。」まさか死体の運搬とは言えない。

「警備員がここまで面倒をみるのはよっぽどのことですよ。」

「そうですか。生まれて初めてのことなのでよくわかりません。」

アフリカ課が現地にある理由がなんとなくわかってきた。賄賂といってもただ単にお金を出せば良いものではない。彼らには欲しいものがあり、それに即した賄賂でないといけないというわけだ。現地に事務所があれば、人材もおのずと集まり、賄賂社会をスムーズに過ごせるということか。

やがて、飛行機はフランスに着き、さらに日本へと向かった。そして成田空港に到着した。ほんの数日のことだが、もう１年もたった気がした。

さて、日本ではさすがに賄賂とはいかず、正規の手続きで進められる。霊柩車に遺体をのせ、一路、山形県をめざす。遺体を搬送するには通過する全ての都道府県の許可がいることを霊柩車の運転手が話してくれた。なるほど、いままでそんな話は聞いたことはない。山形県に到着した遺体は家の中に入っていった。そこに課長もいて葬儀がこれから始まるという。木箱を開封し、葬儀屋さんが遺体を布団に写そうとしたときである。頭をつかんだ葬儀屋さんが持ち上げると、頭だけズボッと抜けた。遺体のお母さんと思える人がフラーと倒れる。課長がそれを支えた。

「まいりましたなー。」葬儀屋は何もなかったかのように作業を続ける。アルコールで消毒を始めた。「何に感染しているからわかりませんからのー。入念に消毒しないと。こりゃ、特別料金をもらわないと割りにあいませんのー。ワハハ。」

さらに包帯を取りだし、体がバラバラにならないよう、縛り始めた。

ライオンに食われたまま何の処置もせずに日本に送り返すとは信じられない。とにかく喪主であろうお母さんにはしっかりしてもらわないといけない。ちょっと強いお酒で目を覚ましてもらった。そして、布団からすぐに棺の方に遺体を収めた。これでもうバラバラになることはない。今日は通夜である。

その通夜は滞りなく終わり、課長と私はホテルへと向かった。夕食は二人でホテルですることになった。

「いやー。ご苦労さん。」課長からねぎらいの言葉がでる。

「１０年もたった気がしました。」

「そういうなよ。これからもっと大変だよ。とりあえず、初仕事おめでとう。」

「ところで、森田さんはなぜライオンのいるようなところにいったの？」

「あの国の南にね、ダイヤモンド鉱山があるんだ。それで現地の住民にお金を払って山の権利を買う相談をしたんだよ。お金も払い、現地住民と合意もできて、そのお祝いのパーティの帰りに事故にあった。現地住民も気の毒にと思い、襲ったライオンを殺して持ってきたけど、日本人にとっては無用のものだね。まあ、商談は成立したし、あとは鉱山を掘る手配が残っているだけや。ところで、あの葬儀屋はかなりヤブやな。」

「どうしてですか？」

「右と左の手を逆に付けておった。まあ、明日になって火葬場に行けば関係なくなるけどな。」

かなり観察力がするどい課長である。しかし食事時というのに、この話はないだろうと良子は思った。

翌日は雨の中で告別式が行われた。自分も、もしライオンに食われたらどうなるのと思うと他人事ではない。しかし、会社に入った以上、アフリカには行かなければならないことは覚悟した。葬儀の終了後、二人は東京に戻った。そしていよいよ現地赴任の準備である。課長からは送る荷物は３日間で準備するようにいわれた。荷物はすべて航空便で送ることになる。ビザとか出国に必要な手配とかで実際の出発は一週間後である。

良子は再びアフリカの地を踏むことになった。出迎えはこの前と同じ人だった。名前はサムというそうだ。車はこの前と違っていた。

「サム。車変えたの？」

「故障シタネ。コレ借リタノ。」

前より騒音も振動もない。少しラッキーと思った。さて、車はまた首都を超えて砂利道に入っていった。しばらくするとドンという音がする。みると後ろのドアがない。

「サム、大変、ドアが落ちたわ。」

「ダイジョウブ。帰リニヒロッテキマス。」

良子はだんだん不安になる。すると今度はカラカラという音がした。後ろのバンパーが跳ねながらころがっていく。

「マイッタネ。トンデモナイ車。」

やがて、ちょっと大きな穴に車輪が入って車が揺れた。そして、良子は足に軽い衝撃を感じた。メリメリという音がした。車の下部に岩があたったのだろうか。すると足元から風が舞いあがってきた。見ると、足元に大きな穴があき、地面が見える。

「ギャー！足が！足が！」思わず叫んでしまった。さいわい、ケガはしなかったが、車の下の地面など生まれて初めて見たのだった。

「オーマイゴッド！」サムはのんきなものである。

良子は足の置き場に困った。足を下ろせば地面につくし、かといって足を上げているのはつらい。良子は靴を脱いで、あぐらをかく格好で坐った。さて、その後も車の部品はドンドン落ちていった。ボンネット、ライト、ナンバープレート。

「サム、ナンバープレートが落ちたらまずいんじゃない。」

「ダイジョウブ。ナンバー無シデモ車ウゴク。日本人、心配ショウネ。」

無事に事務所にたどりつけるのか不安になってきた。まるで自分が映画の主人公のように見えてきた。今度はトラとかライオンがでてくるに違いない。ドアのない車ではトラに襲われたら一発でおしまいだ。それにしてもナンバー無しの車は日本では考えられない。だが、この前のサムの行動をみていると警官達もきっと買収されているに違いない。問題ないのだろう。やがて、事務所の建物が見えてきてほっとする。なんとかたどりつけたようだ。

事務所にたどり着くと車をみた課長が笑って出迎えた。

「ははは。生命があってよかったな。サムは運転が荒いので車屋もオンボロ車を貸したのだろう。」

笑い事ではない。この前は社員がライオンに食われた地である。社員の命を何と思っているんだと憤った。サムはまた元の道を戻っていった。首都の方に用事があるのだろうか。帰りは部品を取りながら行くのだろうか、ロープを事務所から借りて立ち去った。

事務所の中はエアコンが効いていて涼しい。この前と違い、こんどはスタッフ一人一人と挨拶した。幸い、全員英語でコミュニケーションできる。良子は英語だけは得意だったので、とりあえず、安心した。日本語ができるのは課長、安田さん、そしてサムの三人だけ。日本からの書類はほとんど日本語なので、この三人が分担してあとの社員とコミュニケーションするのであった。日本との連絡は主に電話、ファックスとＥメールである。Ｅメールは通信状態によって届かないこともある。緊急な用件や重要案件はファックスで届くことが多いようだ。過去のファックス控えをみると急ぎの用件には必ず“URGENT”と英語で緊急と書いてある。これだと日本語のできない現地スタッフでも緊急という意味がわかるので日本人スタッフにそのファックスを持ってきてくれる。なるほどと関心した。

自分の机にはすでにパソコンや書類などがすでに用意されていた。住む家は近くに手ごろな部屋がないので事務所の一部屋を借りた。とりあえずの仕事は日本から来た資料の英訳である。取引先にだす書類は日本語というわけにはいかない。本社にはアフリカ課は連絡調整員一人しかいないので全ての作業はここで行わなければならない。課長から渡された資料を片っ端から英訳して課長の所へもっていく。しかし、一度で受理されることはない。

「こんな言い方はしない。」とか「これでは意味が通じない。」とか「文章があいまい。」とか書きなおさせられる。仕事での文章は普通の手紙文とはだいぶ違うことに気がついた。しかし複雑なことはなく、やがて書きなおしは減っていった。そして、取引先からくるファックスとか電話の応対もまかせられるようになった。ファックスには良子にとってときどき意味不明の言葉がでてくる。こんなこともあった。

「ＴＢＡて何ですか？」

「To be advised。後ほど連絡しますという意味です。こういった略語はその都度記憶するように。これからもドンドンでますからね。」

事務所にいて窓を眺めないかぎり、ここは日本のオフィスと大差ない。しかし、良子には一つ気になることがあった。

「ところで課長。サムのあの言葉なんとかなりませんかね？」

「サムの言葉。何か変か？」

「だって、シットとかファッキンとか辞書によると品位を疑われるような言葉ばかりですよ。」

「ああ。あれはいいんだ。君は経験が少ないから不自然に思えるかもしれんが。あれが欧米流さ。サムはああ見えてもＭＢＡをとった秀才なんだよ。」

「なんでそんな優秀な人がうちの会社にいるんですか。」

「なんでかね？うちの会社の七不思議の一つだね。」

「運転は荒い、言葉は悪い。でも何となく憎めないキャラクターですね。」

そうだ。サムは何となく憎めないのだ。外国人でありながら内に日本人の精神の一欠けらがあるような感じだ。

そこにスタッフの一人が長いファックスを持ってきた。一面に“仕様書遅れ”と書いてある。まるでトイレットペーパーみたいに長いファックスである。どうやって送ったのだろう。

「課長！仕様書遅れというファックス、こんなのがきましたよ。」

「ああ。連絡調整員のヤツだ。悪いことを覚えおったな。」

「どうやったらこんなファックスを遅れるんですか。」

「文字を書いた紙をファックスに差込み、ファックスの送信が始まって紙が出始めたら、すばやく紙の後ろとセロテープで止めて輪をつくるんだ。ファックスの機械は切れ目なしで送信される。しかもいくらでも長く送信できる。適当なところでセロテープをきればこういうファックスになる。まったく子供じみた方法だがな。とりあえず、電話しとけ。あと３０分で送るとな。」

相手にファックスの件は了解したと伝え、課長は忙しく仕様書を書いていた。といっても資料を日本語に翻訳するだけだが。そしてぴったり３０分後に仕様書を送ることができた。

三流商社というのは人材がバラバラという事がだんだんわかってきた。優秀なやつもいればそうでないやつもいる。でもそれなりに会社は動くのだ。連絡調整員が一人日本にいる理由がわかる。現地にきたら発狂しかねない。

アフリカにきてもう３ヶ月になった。仕事の方も順調に流れてきた。今日は安田さんと日本向けの荷物の発送の立会いに港まできた。取引先はすでに来ていて、荷物はすべてコンテナに積み込んだという。クレーンが荷物を積みこもうとしていた。そのとき安田さんが待ったをかけた。

「安田さん。コンテナをどうするんですか。」

「中身を確認する！」

そしてコンテナの扉を開けると何と梱包の中には何も無い。

「まいったなー。納期がタイトなのになー。」安田さんは困った表情である。それにしても取引先も取引先である。ほとんど詐欺といってよい。

「よくある手なんだよね。納期に間に合わないととりあえず、箱だけ送るっての。後で手違いでしたと言い訳をするんだ。良子ちゃん、気をつけるんだよ。日本の常識はここでは非常識だからさ。」

取引先は悪びれることもなく、手違いであると説明している。仕方がないので次の船便には絶対間に合う約束させた港を後にした。

「手回しがよいときは気をつけないとね。後でとんだことになる。何年か経験するとそろそろ危ないということがだんだんわかるようになる。」

「油断もスキもあったもんじゃないですね。」

「でも、これがここの常識だから。良子ちゃんもだんだん口調がきつくなってきたんじゃない？」

「そういわれれば、そうね。とにかく高圧的にいかないと相手が動いてくれないから、これじゃ性格がドンドン悪くなる気がする。そのうち言葉使いがサムのようになるかも。」

「そういえば以前にどうしても日本に早く送らなけりゃいけない品物があって、飛行機で送ったよ。おかげで儲けはほとんどなくなったけど、飛行機会社は喜んでいたよ。貨物室がみんな埋まりましたってね。ほとんどチャーター機だよね、人間様以外は。ちょっとした油断が命取りになるのがこの国さ。」

ちょっと一筋縄ではいかない国のようだ。なかなかアフリカは手ごわい。

「でも今回はまだ、良心的な方さ。以前、品物の入った梱包と石ころの入った梱包がまざっていてさ、現地スタッフでよりわけたのさ。」

「どこで？」

「港の倉庫。梱包を開いて、これ日本行き、これ送らないという感じでね。３日間かかったよ。なんとか船の出港に間に合ったけどさ。」

商社がこんなにもきつい商売とはここにくるまで知らなかった。本当は丸の内のオフィスでお気楽なＯＬと考えていたのが、全く隔絶した環境に追いやられた。しかし、やりがいだけはあったので会社を辞めるところまでにはいかなかった。港を出た二人はまた事務所へと引き揚げた。

課長とサムがなにやら真剣な表情である。サムがあんな真剣な顔つきで課長と話し合っているのは初めてみた。しかし、良子には今回の荷物に関する仕事があり、そちらから手をつけなければならなかった。課長とサムの話が漏れ聞こえてくるが、どうやら工芸品の輸出に関することらしい。そそくさと荷物の仕事を終えた良子は課長に何の話かを聞いた。

「課長。なにか難問発生のようですね。」

「そうなんだ。工芸品の輸出なんだがね、これが出土物なんだ。この国の法律では地面に埋まっていたものは簡単に輸出できないんだ。」

「簡単なんじゃないですか？サムお得意の袖の下作戦でやれば。」

「ところがこれは大統領の専権事項でな。通関の役人も後難を恐れて誰も取引に応じてくれない。」

「大統領に賄賂を贈ればいいじゃないですか。」

「大統領はお金持ちだ。ハンパな賄賂じゃ動かないし、高い賄賂では採算がとれん。」

それから、サムと課長はまたヒソヒソと話あっていたが、課長がニンマリと笑った。こういうときはロクでもないアイデアが浮かんだときだ。事務室をでて何かを探し出してきた。どこに置いてあったのか振袖を持って課長がやってきた。

「良子さん、ちょっと着てみてくれないかな。今度のパーティに着て欲しいんだが。履歴書によると君は着つけができると書いてあったね。」

なかなか、いい着物だ。それにしても何で急に着物を着なければいけないのかなと思ったが仕事なので仕方なく着物をきてきた。すると事務所中が静かになり、みな息をのんで見つめていた。なんとなく気恥ずかしい。

「良子サン、ワンダフル」サムが叫ぶ。

「課長サン。コノ作戦、大成功シマス。私、保証シマス。」

「課長、作戦て何ですか。」

「うふん！。まあ良子クン、今度の大統領との懇談会に出席してくれんかの。そこでだ、君の席は大統領の隣だ。懇談会はすぐに終わるが、君はその後も大統領の側で大統領の世話をしてもらいたい。」

「大統領の世話って何ですか？」

「いや、何、簡単なことだ。いつも大統領の側にいて、右といえば右、左といえば左と指示に従えばよい。」

「それって、夜のお付き合いも含むということですか？」

「まあ、結果的にそうなることもありえるな。」

ガーン！課長とサムは賄賂として自分を送るつもりだ。

「それって人身御供ってことじゃないですか！」

「まあ、そうともいうかな？大丈夫、大統領は金持ちだ。ほんのちょっと我慢すれば後は一生、楽ができるぞ。東京に億ションでも無人島でも何でも買ってもらえ。」

「お断りします！もう東京に帰らせてもらいます！」

自分の部屋に戻った良子は早速、荷造りを始めた。それを見たサムが

「チョットオチツイテ。コノ作戦チュウシシマス。」

課長も入ってきて作戦中止を告げる。さすがに本人に逃げられては作戦続行は不可能だ。しかし新たな指示がきた。

「良子さん、至急東京へ帰って君の身代わりを探してくれたまえ。サムもこれに同行する。アフリカ人が好むタイプをサムに選んでもらうからな。今回は利益率の大きい仕事だ。飛行機代や経費は存分に使っていいぞ。大統領を取り込めば、これからの仕事も楽になる。」

サムと良子は課長の命令に従い、一路東京をめざした。まさか女を買いに日本まで帰国するとは思いもよらない。家族にもこの仕事の内容だけは話せないなと思う。

東京についた二人は早速、人選にとりかかった。なにせ大統領に気に入ってもらわなければならないし、まちがった人選は反って仕事がやりにくくなる。良子の大学の知り合いを何人か調査することにした。まず、仕事がきまらず、家にいる一人をサムにみせる。近寄れないので双眼鏡でサムが観察する。

「ダメネ。ウチノ国ノタイプデナイ。ネエ、良子サン、ホントハアナタガイイノダケド。」

「私は絶対ダメ。し！し！」とサムを追いやる仕草をした。それから何人かを調査したが、サムの気にいる女性は見つからなかった。やがて夜になったので、サムはホテルへ良子は実家へと帰った。

「良子。お仕事はどうなの？」

「うーん、順調だよ。」

「ところで日本にはどういうわけで来たの。」

「特殊な仕事でね。大事なことだから何をしているかは秘密なの。商社はとにかく秘密が守れないといけないの。」

「大変な仕事なんだね。まあ、家にいる間はゆっくりしてたら。」

まさか女を買いにきたとはいえず、さらに自分が人身御供の対象に選ばれたなどとは口が裂けてもいえない。

「ところで、良子。勝手にやって悪いんだけど、簡易保険に良子を入れといたから。」

ガーン。地獄耳の母か？もう、ライオンの件を嗅ぎ付けたのかと思ったが、どうやら義理で入らされたとこぼしているところを見ると杞憂のようだ。

この夜は久しぶりに自宅にゆっくりくつろぐことができた夜だった。明日はまた次の人選に向かわねばならない。サムはどうしているだろうかとふと気になったが、明日もまた会うことだしと布団の中でうつらうつら考えているうちに眠りについた。

翌日も次の人選に入っていった。ターゲットは同じく大学時代の友人である。まだ、仕事をしていないのか、家にいるようだ。サムと彼女の家の付近で車を止めて、家から出てくるのを待つ。やがて、彼女が外出するのか家から出てきた。サムは彼女を見るなりＯＫを出した。お目がねにかなったらしいが、彼女が承諾するかどうかは不安だ。ちょっと浪費家だが根は良い子なのでトラブルを起こす心配はない。あとは探偵社にまかせて彼女の身辺を洗い、問題がないかどうかを確認するだけだ。ただし、彼女が承諾しないことも考えられるので、さらにいい人がいないかを探索することになった。そうこうするうちに一週間が過ぎた。人探しもなかなか進展しなく、気分転換に二人で内緒だがディズニーランドにいくこととした。アフリカにいったら当分遊びにいけそうもないし、今のうちに羽を伸ばしておこうと考えたからだ。それにこんな探偵ゴッコみたいな仕事ははっきりいって疲れるのだ。

サムと私、なんか外人とその女みたいな感じであるが、やはり遊びはたのしい。それにサムはちゃんとレディファーストでサービスしてくれるのも嬉しかった。一日遊んだ二人はそろってホテルへ一泊旅行となった。そして、ホテルで豪勢に食事ということになった。

「サム。乾杯。」

「良子チャンニ乾杯。」

「ところで、サム。あなたの事何も課長から聞いてないけど。大学でたんだって。」

「ソルボンヌ大学。」

「あの有名な？その学歴だったら、もっと大きい会社へいけたでしょう？」

「ソ。デモイマノ仕事タノシイヨ。」

「うちの会社て、変わっていると思わない？こんな売春の手配みたいな仕事させてさ。事がおおやけになればマスコミが大騒ぎよ。」

「仕事トワリキッテル。」

それからもサムは色々、自分の国のことを教えてくれた。賄賂も、国のシステムとして定着していてサム一人の力ではどうしようもない。また、特に役人は収入が少ないので賄賂が一種の給料になっており、政府もある程度容認しているとのことだった。問題は賄賂として何をどれくらい送るかが問題で、サムなどの現地人でないとそのへんのコツがわからないらしい。サム自身は賄賂などは受け取ってないというが怪しいものである。

一息ついた二人に探偵社から第一候補の身上調査書が送られてきた。それによると特に問題となることはないらしい。しかも、彼女は外人の彼がいるらしい。二人はラッキーと思った。外人が好みなら乗りかえる気持ちになってくれれば良い。外国旅行の経験も多いのでカルチャーショックもないだろう。すぐに彼女、金田洋子にあってみようかということになった。サムがいると警戒されるので良子一人で会うことにして電話をかけた。

「もしもし、良子だけど、洋子？」

「良子？あー。良子、アフリカにいったのでないの？」

「今、日本にいるの会えないかな。ちょっといい話があるんだけど。」

「いい話ってなに？」

「電話じゃ言えないこと。でも会って損はないよ。帝国ホテルのレストランで会わない。」

「良子のおごりってこと？」

「何かうさんくさい感じだけど。最高のワインと料理をご馳走してくれるなら、ＯＫよ。」

「わかったわ。何でもあなたの好きなものを注文していいわ。大丈夫、会社の経費で落ちるから。心配しなくていいよ。」

えらく、簡単に話しはついた。夕食にホテルのロビーで待ち合わせる。そのときサムは影で彼女の写真をとる。彼女がＯＫなら、即、その写真をアフリカに転送するためである。夕刻になって待ち合わせ場所に洋子がやってきた。そして、アフリカの大統領の話をした。契約期間は３年。報酬は相手との交渉次第。ただし、大統領が気に入ってくれたらの話ということである。

「いいよ。」あまりにも簡単な返事に良子はとまどった。

「あなた、よく考えて。３年は日本に帰れないのよ。」

「仕事もないし、つまらなかったの。その話、のった。但し、安くはないはよ。」

「相手は相当のお金持ちだから、そのヘンは大丈夫と思うけど。なんなら、手付金でも請求したら？」

「手付金か。どれくらい払ってくれるかなー。」

「さあ、こればっかりはね。」

「もし、大金だったら、良子にも一割あげる。うふふ。」

「もらえるわけないでしょう。」

食事が終わって洋子は帰った。そしてサムが現れて良子に近づいてきた。

「サム。洋子の承諾はとった。ＯＫとのことよ。」

「ヨーシ、メールデ早速、アフリカニ送ル。経歴モアワセテネ。」

最近は便利になったものである。写真は転送されて、アフリカに到着、課長はさっそくそれを印刷して大統領府に持っていくこととなった。サムによると女好きの大統領だそうで、もう５人もお妾さんがいるという。ただ、いままで東洋系のお妾さんはいないらしい。まあ、そうだろう。アフリカといえば東洋からは遥か遠くの国である。仕事でもなければ誰が好きこのんでいくものか。大統領からのＯＫがでないことも考えられるので二人はまた次の人選に移った。そろそろ東京在住者はいなくなり、京都に向かうことになった。このことはサムを特に喜ばせた。日本の伝統が見れる場所、京都である。サムは内緒で京都見物をしようといいだした。長丁場の仕事でもあるし、気晴らしに京都見物も悪くは無い。二人はさっそく観光タクシーで京都旅行を楽しんだ。そして、旅行を終えた深夜に電話で起こされてしまった。大統領のＯＫがでたそうだ。京都には観光のためだけに来たようなものになってしまった。明日にはまた東京に戻らなければならない。

東京に戻ったサムと良子はＡ国の総領事に面会するようにいわれた。まさか大統領のお妾さんのようなプライベートなことに総領事が関与するとは思えなかったが、なんと総領事は大統領の弟だという。顔つきもなんとなく大統領に似ているし、第一こんな話をいくらＡ国とはいえ、他人に話せるものではないだろう。総領事、良子、サムの３人はさっそく洋子と面会すべく総領事の車に乗りこんだ。生まれて初めてリムジンという車に乗った。良子は総領事に話した。

「総領事、相手は手付金を要求してますが？」

「金額はいくらくらいですかな？」とても流暢な日本語である。

「さあ、こればっかりは。大統領の誠意を示せばいいんじゃないですか。」

「日本人はいつもはっきりしませんね。それならば１千万円くらいではどうですか？」

「十分すぎる金額だとおもいますけど。」金額に少々ビビル。

「これには大統領の名誉もかかってます。あまり安い金額では大統領のメンツがたちません。」

おいおい、それはないだろう。お妾さんを持つこと自体、メンツがたたんだろうと思ったが何分、他国のことである。課長の日本の常識は通用しないという言葉が脳裏に浮かんだ。

車は洋子の家の前に止まった。まわりは外交官ナンバーのリムジンが泊まったので何事かという感じである。そこに洋子がでてきてリムジンに乗りこんだ。会話内容が漏れないよう、車のなかでの打ち合わせである。車はまた領事館に引き返していく。相手国との条件を折衝し、領事館で契約書にサインをする話し合いがもたれた。しかし、洋子は結構したたかで、領事もちょっと戸惑っている。いつのまに洋子はこんなにも強くなったのかと良子は関心した。

車はやがあて領事館に到着し、契約書が取り交わされた。日本語、英語、フランス語が併記された契約書で、内容をサムと良子が確認した。そして契約は無事終了した。洋子は良子がＡ国までガイドすることも決まった。後はアフリカにいくための準備である。仕事の終わったサムは一足早くアフリカに戻り、良子は洋子の準備を手伝ってアフリカに戻ることになった。

一ヶ月後、良子と洋子はまた機中の人となった。今回は領事が二人の航空券を手配してくれた。初めてファーストクラスに坐った。もう二度とこんな豪華な席ですごすことはないだろう。また良子は洋子から約束どおり、手付金の一割の百万円をもらった。昔の良子なら絶対受け取らなかっただろうが、こんな生活をしていたせいか、割りとすなおに受け取る気になった。もう昔の自分に戻れないと感じてきた良子である。

飛行機は無事Ａ国に到着した。タラップがつけられるとまたまた銃を持った警備員が乗りこんできた。この前の光景と何となく同じである。飛行機の中は何事かと回りが騒然となる。そして洋子をみつけるとうやうやしくタラップ下のリムジンまで案内した。飛行機で良子と洋子は別れを告げ、リムジンが立ち去ってから一般客が降りることになった。

空港にはサムが迎えにきていた。そして大統領との契約がうまくいったことを告げた。いまどき人身御供とは世界は広い。サムにもし、洋子が日本に帰れなくなったらどうするか聞いた。サムがいうには、日本はこの国にＯＤＡで多額のお金を貰っているので契約書が表ざたになると日本との間でまずい関係になって大統領といえどヘンなまねはできないとのことだった。少しは安心した。そして日本という国が少し頼もしくなった。あの契約書は洋子の母が管理しており、また写しも良子や会社にある。大統領の弱みを握っているのだ。

「コレカラ大統領ハ、ワタシタチノイイナリデス。」とサムが言う。

「全く、悪知恵の働くサムね。自分の国の大統領さえ恐喝するのだから。」

「ビジネス、ビジネス」

サムの口癖はビジネス、ビジネスだ。売るものがあったら魂すら売りかねない。でも、そうでもしないと弱小商社は生き残れないと良子は感じはじめていた。大手の商社は日本政府のバックグラウンドで勝負できるけど、弱小商社はそういうことができない。皆、生き残りに必死なのだ。だからへたをするとライオンに食われてしまう。日本の銀行のようにノホホンとしては生きていけないのだ。

事務所に到着すると課長がでてきて、よくやったとねぎらいの言葉。人買いみたいな仕事をやらせて当然だと良子は思った。しかし、落ち着くひまもなく次の仕事がまっていた。今度は奥地に技術者を連れて金鉱脈の調査に随行という。課長の一存で良子の随行がきまったようだ。金鉱脈の調査といっても鉱石を掘るのではなく、葉っぱを集めるだけ。現在の科学技術は葉っぱから金鉱脈がわかるらしい。それにしても女にジャングルの奥地にいかせるとは、さては大統領のお妾さんに対する口封じではとも考えられる仕打ちである。しかし、サムも同行すると聞いて、少し安心した。あの契約書の写しは日本の実家にもある。何かあったら世間に公表すれば、こんな弱小商社、一発で潰れると考えた。出発は３日後だが、薄笑いを浮かべた課長が手招きをする。

「ちょっと地下室にこい。」

二人で地下室にいくと重くて大きい扉を課長が開けた。みると的がある。そして、ロッカーを開けると拳銃やライフルがある。

「課長！こんなもの持ちこんで戦争でも始める気ですか？」

「これは身を守るためさ。今度、奥地にいくだろう。そのときのために練習していってね。これ銃の許可証。ちゃんとした政府の許可証だよ。なにせ奥地ではなにが起こるかわからない。十分練習していってね。銃はこの小型拳銃がいいだろう。大きい銃だと反動がおおきくて当たりにくいから。打ち方はサムが教えてくれる。」

よりによって今度は拳銃か。そのうちバズーカ砲がでてくるぞという感じがした。また、そんな危険な所に女子社員を送りこむこの会社の体質が信じられない。人買いのつぎは人殺しでもさせる気か？

といっても奥地に行くのであるから何が起こるかわからない。仕方なくサムの指導に従って銃の撃ち方の練習である。こんな姿を親がみたらきっと卒倒するなと良子は思った。

始めはまったく的にあたらなかったが、練習を積むと結構面白いものである。だんだんのめりこんでいった。いつしか良子はＯＬから女闘士へと変貌していくようになった。また、良子には課長の洋服がときどきおかしい原因がわかった。銃をホルスターにいれておくと、背広の左内側がでっぱって、服が引っ張られる。そのため、銃の大きさにあわせ背広を左側だけすこし大きくしてあるのだ。あれを着ているときは危険な場所に向かうときということのようだ。

さて、奥地への出発である。荷物は現地採用の人。技術者も現地の鉱山会社の人。あとはサムと女一人。ちょっと身の危険も感じるが、いざとなれば拳銃がある。なんとなく心強い味方を得た気分である。寝止まりはサムと一緒。まさかサムは襲ってはこまい。一応、秀才でソルボンヌ大学卒である。一抹の不安はあるが、何かあったらサムでも撃ち殺そうと考えていた。

朝に出発した一行は途中何度か地図とＧＰＳで位置を確認しつつ奥地へと進む。最近の科学技術は目覚しい。アフリカのジャングルといえど、今どこにいるかわかるのである。しかも衛星電話で緊急時にはすぐ連絡ができる。予定は一週間の日程。その間、葉っぱを集めて位置を記録しつつ奥地へと進む。薄暗いジャングルの大きな木の脇を通過したときである。急にドサッという音がして太くて黒いひも状のものが落ちてきた。

「へび！へび！へ～～び～！」なんと大蛇が一匹落ちてきたのである。良子はすかさず拳銃を抜いてヘビめがけて発砲した。数発しか撃たなかったが、銃声がジャングル中にこだまして何十発も撃ったような音がした。サムが後ろから良子を抱きかかえた。

「ダイジョウブ。オチツイテ。」

みるとヘビはぐったりしている。

「コノヘビハ人間オソワナイ。」

どうも安全なヘビだったようだが、気の毒なことに良子に撃たれて死んでしまったようだ。

良子はしばらく息が苦しかった。興奮もなかなか冷め遣らない。少し休憩することとなった。サムは暖かい飲み物で良子を落ち着かせようとした。

「私、へび嫌いなの、サム。」

「ココハジャングル。ヘビノスミカ。アナタワルイ。」

ジャングルでも嫌いなものは嫌いと良子はいいはったが、どうも良子の方が部が悪い感じである。やがて気分も落ち着いてきたので再び出発することになった。しかし、これ以降、現地人は距離をおいて歩くようになった。どうも良子の拳銃の流れ弾にでも当たったら大変と思ったらしい。それはそうだろう。このようなトラブルはいくつかあったが、調査旅行は順調に進んでいった。

そして、いろいろなことが良子にはわかってきた。現地の人間は危ない場所とかは事前に察知するので、実質的に銃は不要なこと。現地人は夜でも目が利くし、耳も我々よりはるかに鋭敏であることなどである。

夜になるとアフリカの空には満天に星がきらめく。東京ではまったく星空など見たことがないのに、宇宙にはこんなにも星があるのかと驚かされた。そしてサムからは休憩のたびに火のおこしかたとか、危険を察知する方法を教えてくれた。しかし、全員、お風呂に入らないのでだんだん臭くなってきた。でもお互い様なので仕方がない。お化粧もここでは不要である。だんだん女を捨てつつあるように感じられていく。旅行も終わりに近づくときサムが薄ら笑いを浮かべて言った。

「良子サン。銃ヲ持ッテキタノ正解デス。」

「どういう事。サム。」

「彼ラ、最初ノ夜中ニ良子サン、襲ウツモリ。デモ、銃ニオドロイテ断念シタ。」

何が幸いするのかわからないものである。無茶苦茶な発砲をする良子に恐れをなした現地人は良子を強姦することを諦めたらしい。それにしてもこんな危険な任務を女にやらせるとはあの課長、今度帰ったら一発おみまいしてやろうと復讐の方法を思案した。

そういえば課長はクモが苦手だったな。クモにであうたびカゴにいれて良子は課長への復讐の準備とした。やがて長いジャングル生活も終わり、無事一週間の仕事を終えて事務所に戻った。

「良子くん。無事の帰還おめでとう。」

「課長。ヘビがでたので銃をうちました。でもおかげで現地人に襲われずにすみました。」

「そうだろう。そうだろう。そのために銃を持たせたのだからな。」

「しかし、サムには負けたな。」

「なんのことですか。」

「いや、賭けをしたんだ。良子くんが襲われたら私の勝ち。襲われなかったらサムの勝ち。」

「ひっどいーーい。私を賭けの対象にしたんですか。」

「これくらいで音を上げるようじゃ、この国で商売はできん。」

良子は課長の言葉で復讐を決意した。ヒヒヒ！クモを課長の机の中にほおりこんでやる！イヒヒ！。だんだん性格が捻じ曲がっていく良子である。

クモを課長の引き出しにいれ、何食わぬ顔で事務室を後にする。しばらくすると課長の叫び声がする。すかさず事務室に戻り、

「これくらで音を上げるようじゃ、この国で商売はできん。わはっはっは。」

課長の驚愕の顔ですっきりした良子である。サムも課長にお互い様ですなと言っている。そして、良子は自分の部屋に戻った。シャワーを浴びて着替えも済ました。洗濯物も一杯あるので洗濯機に放り込んだ。一週間分の洗濯であるが、途中着替えなどほとんどしなかったから量はそれほどでもない。ただ、汚れがひどく、一度洗っただけでは完全に汚れが落ちなかった。三度洗ってやっと普通に着られる程度に綺麗になった。

三日後、調査結果がファックスで送られてきた。金鉱脈らしいところが見つかり、現地政府と鉱業権の売買の話である。この前、大統領をたらしこんでいたので話はスイスイと進む。こういう国では役人や政治家を味方につけていると心強いということがわかった。鉱業権を格安で購入し、あとは地質調査である。これは自分の会社では手におえないので専門業者に丸投げすることになる。地質調査の結果が良ければ、今度はその結果と鉱業権を日本または米国の一流会社に転売することになる。転売益が自分達の儲けでもあり、給料にばけるのである。Ａ国も鉱業権は格安で手放すが実際に資源を輸出するときに税金を課すことで利益があがる分業体制になっている。

調査結果をまとめ、日本語、英語、フランス語の開発提案書を作成する。最初は英語で文書を作り検討する。英文資料ができた段階でそれを日本語とフランス語に翻訳する。そして鉱山関係に強い商社なり開発業者に送りつけるのである。時には日本の商社もこの事務所にやってくる。このときは日本風にコーヒーを良子が持っていく。どうも日本人は女がいると信用してくれない感じだ。コーヒーを置いていくと商談が始まることからもそれがわかる。その点、英米系は女だろうが男だろうが関係ない感じである。

商談の内容は良子には詳しくは伝わらないが米系鉱山会社が一歩リードしているようだ。そのため良子にも数多くの資料作成の仕事が回ってくる。こういう時の職住一緒は困りものである。仕事時間の区切りがない。当初は日本の会社で８時間働いて後は優雅にすごすつもりだったのだ。それが昼も夜もない仕事づけである。

金鉱脈の仕事が終わってしばらくしてからである。事務所の良子の電話がなった。洋子からだった。会いたいということである。気晴らしを兼ねて事務所に来たいとのことであった。課長も簡単に承諾してくれた。仕事を円滑に進めるには大事な人である。部屋の一部を改装して接待できるようにした。お妾さんとはいえ、大統領の身近な人なのでそれなりの待遇をしなければならない。しかも漏れ聞くことによると洋子は第何夫人とかに出世しているらしい。

やがて洋子の来る日がきた。そして大型の高級車に洋子は乗ってきたのである。

「こんにちは、洋子。」

「こんにちは、実は今日は気晴らしもあるんだけど、お願いもあるの。」

「なに、洋子のお願いって。贅沢な暮らしに飽きてきたの？」

「日本の食べ物を輸入してほしいの。良子の会社は貿易商社でしょう。輸入とかは簡単じゃないの。」

「そりゃそうだけど。ところで何で日本の食料品を輸入するの？」

「あなたも日本食が恋しくない。大統領の家で出す食事はおいしいことはおいしいんだけど、ちょっとイマイチなのね。ラーメンとか食べたいなー。」

「ラーメンぐらいなら、ここにもあるけど。それ以外にも欲しいわけね。私は食べ物にはあまり執着しない方だけど、洋子には切実な問題なんだ。」

「そう、切実！ラーメンあるなら出してくれない？」

「大統領夫人がラーメンなんか食べていいの？」

「あら！知ってたの？そう、第三夫人よ。日本国籍も離脱して、いまじゃこの国の人間。でも食べ物だけはこの国に合わせるというわけにはいかないのよ。」

早速、インスタントラーメンを作ることになった。問題は洋子の服装である。外出ということなので盛装といういでたちである。そこで良子の服を借りてラーメンを食べることになった。なんでも洋子はいつもこんなドレスを着ているらしい。まるで大奥である。

ラーメンを食べながら、輸入する食料品のリストを二人で作成した。ラーメン、お味噌、醤油、ソバ、うどん等である。この国ももう少し開発されてくればすぐに日本食レストランや日本の食材が手にはいるのだろうが、まだ独立して間も無いので日本の食材などまず手にはいらない。

リストを作成した二人はさらに打ち解けて日本の話や大統領府の話をしてくれた。大統領は洋子が淋しがらないよう、洋子の好きなテレビ番組を東京で録画して送ってくれるようだ。新聞も数日遅れであるが、必ず送られてくるとのことだ。今、日本ではどうなっているかは洋子の方がくわしい。なにせ夜のお付き合い以外は何もすることがないらしい。大統領とは英語で話しているらしいが、ヒマな時間を現地語の習得にあて、いまではかなり現地の言葉で話せるらしい。実際、運転手とわけのわからない言葉で喋っているのを良子は聞いた。そして夕刻になり、洋子は帰っていった。

「課長。かなりの日本食を輸入することになりました。」

「うん！しっかりやってくれ。」

ファックスで日本に注文をだす。荷物はすべて航空便である。一度、この事務所に送ってもらい、内容を確認してから洋子のところに送ることになった。数日後、荷物が到着した。

荷物を整理して、洋子に荷物の到着を知らせるとすぐに荷物を誰かに取りにいかせるとのことである。するとバラバラとヘリコプターの音がする。

「まさかヘリコプターで引き取りにきたわけじゃないでしょうね。いくら急ぐといってもヘリコプターはないよね。」とサムと話した。

「イヤ。ヘリコプターアリウル。」

見ると一機の軍用大型ヘリが事務所脇に下りてきた。やはり洋子の荷物を受け取りにきたらしい。それにしても軍用ヘリで私物の運搬とは公私混同である。

サムも何で公私混同がいけないのかという顔である。どうもこの国の風習はおかしいと感じるが、ここは日本ではなかったということで自分を納得させた。

荷物を無事運んだヘリコプターはまた砂埃を舞い上げて引き揚げていった。

アフリカ課はその後も順調に業績を伸ばした。この国では他の商社を押しのけて日本との取引ではナンバー１のシェアを握るようになった。扱う製品も軽工業品からだんだん、プラントの請負というようになってきて、アフリカ課の本拠地がこの国では不都合になってきた。日本の本社にもアフリカ課ができた。スタッフも数十人となり、首都の方にもオフィスを構えた。そして、日本側の人員も拡充する必要にせまられてきた。だが、相変わらず、アフリカ課の本拠地はこのオフィスであった。いつ政変が起こるかわからない国なのでへたに首都にいるより日本との連絡上、好都合であるからである。ある日、良子は課長に呼ばれた。

「君には日本にいってもらう。なんたってこの国の事情には強い君だ。そういう君には日本でバリバリやってもらうからな。ついでにサムも半分研修も兼ねて一緒にいってもらう。」

長いアフリカ生活ともお別れだ。サムは逆に日本出張ということになる。サムと良子はそれから日本行きの便に乗ることになった。洋子には電話で日本に帰ると連絡した。今度、アフリカに来るときは洋子と大統領府で会う約束をした。それにしても私邸と大統領府が一緒とはどういう国だろうと良子はつくづく思う。

サムは日本に来て初めてラッシュアワーというのを体験したと言ってきた。人が押し合い、へしあいして、よく暴動にならないのか不思議だという。アフリカやフランスの常識はここ日本では通用しないよとアフリカでの仇をとった感じである。まあサムには修行だといって落ち着かせた。

最初の仕事はＡ国でのカントリーエレベータを受注したので、メーカとの部品搬送の打ち合せである。少しでも安く搬送すればそれだけうちが儲かる。とりあえず、船の状況と梱包が議題である。一部の電子装置は温度などに注意しないと途中で壊れてしまう。そうこうするうちに耳よりな情報をサムがつかんできた。Ａ国の海軍が日本に表敬訪問しているそうだ。そこでサムの提案は荷物を軍艦に積んでタダでＡ国まで運送しようということである。運送料丸儲けである。ちょっとウマイ話ではあるが、運送料タダの魅惑には勝てない。さっそくＡ国大使館と話をつけたサムはとんでもない話をもってきた。

「良子サン。荷物ト一緒ニＡ国マデイク。」

どうも見張り要員として誰か一人軍艦に乗りこむことになったらしい。よりによってそれが私とは

「私いや！サムが乗って。」

「デモ課長サンノ指名デス。」

まったく、やっかいな仕事ばかり自分に押し付けると憤るが課長の命令ともあれば仕方がないので不承不承だが軍艦に乗りこむことになった。しかし回りは男ばかり、ちょっと女一人では危ないんじゃないかとサムに聞いたら、女性仕官もいるんだそうで、ちょっと安心した良子であった。

軍艦なので本来は荷物を載せるようにはできていない。しかし、なんとかかんとか荷物を軍艦に積みこんだ。何せタダで運ぼうという魂胆なのである。このさい、少々の不都合は無視せざるをえない。出港の前日、今生の別れではないが、サムが夕食をおごってくれた。

「良子サン、今日デオ別レデス。」

「サム。どう言う事。」

「今度、別ノ会社イクコトニナリマシタ。」

そうか、それで軍艦に乗りこむのおはちが私に回ってきたわけだ。サムによると米系企業のマネージャとして雇われるらしい。サムはいままでいろいろ頑張ってくれたが、日本企業では外国人はなかなかマネージャになれない。日本企業での経験とＡ国との深いコネを利用してステップアップするようだ。日本語もだいぶ上手くなったサムはきっとよい待遇で転職するのだろう。良子もすなおにおめでとうをいった。しかし、Ａ国での仕事はサムなしではちょっとつらいようにも思える。

ついに軍艦に乗りこむ日がきた。出迎えは女性の海軍士官であった。部屋は彼女と一緒らしい。狭い軍艦なので個室とはいかない。ただし、第三夫人の知り合いということで丁重に扱ってくれるようだ。

軍艦は港を出発し、一路、Ａ国を目指すことになった。最初は穏やかな海で快適だった。３日後、天候が悪くなり船は大揺れ。船酔いがひどいが船から降りるわけにもいかず、苦しい日々が続いた。食べ物が喉を通らなかったが軍医が点滴をうってくれて何とか船酔いを克服したとき、船はインドに入港し、ひさしぶりに大地を踏みしめることができた。インドでは食料などの補給が主で、出港までたったの１日しかない。港で１日過ごした後、船はまた静かに出港した。ところが船の行き先が何となく変である。西へ向かうはずがどうも、東方向に進んでいる。女性仕官に船の方向がおかしいことを告げる。するととんでもないことが判明した。Ａ国の大統領がフィリピンに行くので急遽、軍艦もフィリピンに向かうそうである。大統領は軍艦の中で賓客を招いてパーティをすることになったらしい。

おいおい、これでは話が違うといってもこの船は大統領の船である。一乗客ですらない者の要望が通るわけでもない。課長に電話すると少々の遅れは織り込み済みだから問題ないし、いまさらどうにでもなるものではないとのことだった。やがて、船はフィリピンに到着した。

フィリピンでの歓迎式典を終えた軍艦は一路Ａ国へというはずだったが、これがまたまた変更。一路ハワイへ。話が大分違ってきた。いったいいつＡ国へ行けるのか？船長も行き先は大統領が指示されるので自分では決められないようだ。課長に電話しても大統領の意向だから仕方がないとの事だった。洋子と連絡をとって大統領を説得してくれるように頼んだが、カントリーエレベータを購入した会社は大統領の親族の経営だから、納期遅れはいいと逆にいわれたらしい。つまり、軍艦がＡ国に到着するまで発注先のＡ国の会社が待つということらしい。それにしてはのんきなもんだ。そういえば、罰として永久に船の中で過ごさせるのが映画か何かにあったことを思い出した。自分も永久に船の中かもという恐れがでてきたが、いまさらどうしようもない。

さて、ハワイの到着した軍艦は船上パーティをやることになった。きれいに飾り立てた軍艦はきれいであった。満艦飾というが、こういうことかと良子は感心した。また、観光も楽しむことができた。ちょっとした旅行気分である。気分も充実した頃、軍艦は出発した。行き先はアルゼンチン、イギリス、そしてついに目指すＡ国である。なんのことはない、当初の計画とは逆回りでＡ国にいくのである。そして３ヶ月遅れで無事軍艦はＡ国に到着した。

「田村良子、ただいま到着しました。」言葉が軍隊調になっている。回りが皆軍人だったのでつい言葉まで軍隊調になってしまう。

「ご苦労。荷物は無事、現場についたと連絡があった。それにしても大変な旅だったな。疲れただろう。ゆっくり休んで、日本に帰るといい。」

いままで休みを全くくれない商社（船の中では休みという概念すらない）だったが、やっとゆっくり眠れる。ホテルに行って久しぶりの地面に付いたベッドに寝ることができた。

翌朝は洋子と連絡をとり、二人で四方山話である。めずらしい体験に洋子もおもしろがってくれた。また、日本の食材も最近は会社にファックスするとすぐ送ってくれるので感謝してくれていた。

数日後、良子はアフリカを後にした。そして本社のアフリカ課にいった。本来の仕事に復帰した良子であったが、だんだん仕事が資料作成などの単調な仕事になってきた。アフリカ課のスタッフが増え、良子はいつしか丸の内のＯＬ生活になっていったのである。夢にまでみたＯＬであったが、何となく良子は物足りない。家に帰れば花嫁修行よろしく、お稽古事もある。アフリカに比べ刺激が少なくていたたまれない。そんなときサムから電話があった。いまＡ国の米系商社で仕事をしているらしい。そして誰か日本人スタッフを探しているのでだれかいい人はいないか良子に尋ねてきた。これはもっけの幸いである。いままでの経緯を話して自分を雇ってくれないかという話をサムにもちかけた。サムはさっそく自分の会社の人事担当に話をつけるということだった。

数日後、採用がきまり、良子はいまの会社に辞表をだした。表向きは結婚退職としておいた。そして、１月後、良子はアフリカ行きの飛行機に乗っているのだった。

